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近年、子どもが心身ともに健全に育つ教育環境が整っているのであろうか
と疑問を抱くことがあります。学校、家庭、地域の三者が協力協調しあって
よりよい教育環境を創造することが重要であることは机上では理解できても、
それが、子どもたちにどのように結びついているのか、理解が十分でないの
が現状です。
そこで、６月例会（教育青少年委員会、山本亀由委員長）では、「心豊かな

教育を目指して」と題し、三原市教育長植木章弘氏、三原市教育委員長伊達
玄仁氏、三原市子ども会連合会会長仁ノ岡範之氏、三原市中央公民館館長安森
健司氏をお招きし、（社）三原青年会議所大東弘典理事長を加え、教育をそれぞ
れの立場から語っていただきました。

激
論
!!

最近ある所で「昔のように本当に元気
な子がおらんなあ。」という会話を聞きシ
ョックでした。なぜならば、最近特に、
子どもの様子が変ったという印象を持っ
ているからです。「少子化だよ。」と言わ
れれば、それまでですが、学校以外で遊
ぶ姿もあまり見かけません。また、地域で
の子どもの姿が少なくなって来たように
思われます。一昔前と比べ、子どもの遊び
方も変わっていることや、学校が終わっ
てすぐ塾へ通わなければならない現状も
事実です。
2002年より学校週５日制が完全実施さ

れます。これからは、子どもにゆとりを

持たせるのと同時に、知識だけではなく、
体験的な学習等を通して、生きる力を育
ててゆくことが大切です。そのためには、
学校から外へ出て、教科書だけでなく、
実体験で、いろんなことを学んでほしい
と思います。そして、新しい時代の学校、
家庭、地域社会づくりを目指さなければ
なりません。また、
地域で子どもたちを
心豊かに育てゆく、
マンパワーの育成も
必要でしょう。

最近、学校へ伺う度に本当によい意味
で変わってきたなあと肌で感じています。
学校の子どもが少なくなってきていま

す。今後も続くであろう少子化問題はま
さに驚くべきことです。例にもれず、三原
市の子どもの数もどんどん減っています。
この地域にどうすれば子どもが来てくれ
るか、大きな視野に立って学校が地域か
ら信用され、地域の人と手を合わせてど
う解決してゆくかが大切だと思います。
「学校崩壊」という言葉がマスコミ等
をにぎわしていますが、現在三原市の学
校では皆無の状況となっています。これ
には様々な人の努力の賜と思います。あ
る学校では、登校時に学校側と父母が一

緒に校門に立ち、
挨拶運動の取り組
みを続けた結果、
以前に比べ見違えるように学校の状況が
改善された事例もあります。
子どもを育てるには、学校の先生の力

だけではなく保護者や地域の人たちの役
割が大きな力となっています。今までの
学校は、閉鎖性が強いと指摘されていま
すが同感です。これからは開かれた学校
でなければならないと思います。また、
開かれた学校に対して意見をストレート
にぶつけて頂きたい、また力を貸して頂
きたいと思います。

子ども会は、スポーツ、文化、リ
ーダーシップ、親と子のふれあいな
どを通して個性と生きる力を育める
ような活動をしています。しかし子
ども会は今２つの大きな問題を抱え
ています。１つは、少子化により子
ども会活動が出来なくなっている状
況です。そしてもう１つは、子ども
会の指導者（特に５、６年生の親）
がいなくなっている状況です。ます
ます進む少子化の中で、将来子ども
会が無くなる可能性は大きいです。

これらの問題は、他の子ども会と合
併したり、子ども会の運営を工夫し
てゆく必要があると考えます。しか
し、子ども会だけで考えるのではな
く、地域社会、学校と連携を強化し
て行かなければこれらの問題は解決
できないものと考えます。
今、子どもに何を期待するか、そ

れは「個性」と「生きる力」です。
子どもに地域の中で生きる力を育ん
でゆくためには、地域の受け皿はも
ちろんのこと、地域の指導者の育成
も大切なことと思います。そのため
にも、是非、子ども会の活動やPTA
活動に参加し、子どもの様子をしっ
かりと見て頂き、子どもを地域の中
でいかに育てていけばよいか一緒に
考えてゆきたいと思います。

昔の子どもは、お寺、近所の
原っぱ等、いろいろな遊び場を
持っていました。ガキ大将を中
心とした様々な遊びを通して、
学校では教えてもらえないこと
を学んでいたのではないでしょ
うか。ところが時代・環境が著
しく変わるにつれ、ファミコン
ゲームに象徴されるように、遊
び方自体が大きく変わり、子ど
もが外へ出て遊ぶ必要性が希薄
になってきたと思います。また、
両親の共働きにより多くの家族
の中で一緒に過ごす時間が少な
くなってきているのは、紛れも
ない事実でしょう。

公民館及びコミュニティセン
ターでは、こうした地域・家庭
の教育力の低下を補完する意味
で様々な体験学習の機会を子ど
もたちに提供しております。
「地域ふれあい体験教室」・「子
ども自然教室」・「ファミリー体
験教室」等、子どもたちが学年、
学校を越えて、日頃味わえない
ものを「見て、触れて、つくって、
試してみる」と言った体験を中
心とした内容です。このような
企画を通して、子どもたちが、
心豊かで、お互いを思いやり、
そしてデッカイ夢を持ってくれ
ればと考えております。
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新しい時代の
学校、家庭、地域社会づくりを目指して

子どもが夢を
もてる様なことを

考えている

子ども会は地域社会、学校と
連携して行かなければならない

開かれた学校で
なければならない

PANELERPANELER
PANELERPANELER

三原市教育長

PANELERPANELER三原市子ども会
連合会会長

三原市教育委員長

PANELERPANELER三原中央公民館
館長

仁ノ岡範之氏

安森健司氏

伊達玄仁氏

地域の先生づくりを
目指して
（社）三原青年会議所理事長

大東弘典

地域の
先生づくり

植木章弘氏

開催日 ７月24日（土）

沼田本郷夏祭り

町内外の芸能活動をしている各種団体がステージ上でその技を発表披露する
「椿ステージ」。又、地元周辺の特産品を集めたミニ物産展。各飲食バザー、露
店商が参加し縁日のような賑わいの「椿バザール」。中心ストリートの空店舗
を利用し各種イベントを行う「椿ストリート」があります。

■本郷町

みこし太鼓 担ぎ手募集！
商工会青年部では、みこし太鼓

を出しています。
みこし太鼓は、４人の子供がみ

こしに乗り（チョッサヤ　ドンド
ン・チョーヤレ　ドンドンドン）
太鼓をたたきながら商店街を練り
歩きます。このみこしを担ぐには
50人位の人が必要です。青年部の
みこし太鼓を担いで本郷の夏祭り
を体感して下さい。
連絡先 本郷町商工会
TEL.0848-86-2238

集合日時 ７月24日（土）
午後６時

集合場所 本郷町商工会館

開催日 ７月29日（木）～31日（土）
開催場所 世羅西町商工会一帯
内 容 ・７月29～31日　椿ストリ
ート　空き店舗を活用したギャラ
リー、リサイクルショップ
・７月31日　椿ステージ（県内の太
鼓の共演、アマチュアバンドコン
サート）／椿バザール（県内の物
産品販売、露店、ゲーム）

長寿椿の夏祭り
■世羅西町

我が本郷町では、７月24日（土）
夏祭りが行われます。祭りの日は午
後から旗火を合図に子供みこしなど
のパレードに始まり、各種露店が軒
に連なります。夜になると雄大な花
火も打ち上げられます。

本郷町商工会青年部　部長

羽島 真澄さんのコメント

世羅西町商工会青年部　部長

宮田 英治さんのコメント

３ヶ月の仮入会員期間を経て以
下のとおり、10名を（社）三原青年
会議所に迎えることが出来まし
た。これからは総勢73名の会員で
「明るい豊かなまちづくり運動」
に取り組んで参ります。今後も皆
様の温かいご支援、ご鞭撻を賜わ
りますようお願いいたします。
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（株）中国トラベル
広島県尾道市東御所町3-3
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共和不動産（株）
広島県三原市和田町7333-3
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（株）スミダ
広島県豊田郡本郷町善入寺584-6
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（株）とりごえ食品
広島県三原市沼田東町両名972-1
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森川観光（株）
広島県三原市須波西町765-866
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（有）松田商事
広島県三原市宮浦5-21-2
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福山日産自動車（株）
広島県三原市皆実4-4-28
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（有）宮川工業
広島県賀茂郡大和町下徳良536
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晃栄不動産（有）
広島県三原市皆実4-5-18

1999年度（社）三原青年会議所 新入会員紹介

社会科学、特に日本社会を考える際、決まって
「たて社会」「よこ社会」と言う議論が出てきます。
教育界のみならず日本の大きな部分が「たて社会」
と言われています。その意味で、教育に携わる異
分野の第一人者の方々が一堂に会して意見交換を
行なった今回のサミットは、画期的なことではな
いでしょうか。
今回のディスカッションでは、どのパネラーか

らも「少子化」「遊びの変化」「夫婦共働き」「地
域の指導者の不足」と言った課題が出されました。
これら共通の課題を克服して行くには、ばらばら
で対処するのではなく、「たて社会」の垣根を越
え連携して行く必要があります。例えば親がその
専門職を活かして学校教育に参加したり、あるい
はボランティア活動や体験学習の共同開催などい
ろいろなことが考えられます。
いずれにせよ、急速な社会変化によって低下し

てしまった家庭や地域の教育力を補う新たな教育
システムを構築して行くことは急務です。
日頃私たちは、教育といえばとかく文部省・教

育委員会や学校・教師などの問題として捉えてし
まい、自分の日常生活には関わりがないと思って
はいないでしょうか。子どもたちを育てるのは、
学校や教師だけの役割では決してありません。ま
ず親が責任を持って自分の子どもを育て、それを
とり巻く地域の大人たちが他人ごとと考えずに地
域の子どもたちを育てる意識、すなわち「地域の
先生」としての自覚が必要だと考えます。


